




















































































































































いる。この段落の各構成単位は evge,neto de,（28節）及びkai. evge,neto（29, 33, 35節）





































 3 マルコのup`o,に対するavpo,やマルコのmeta. trei/j hm`e,raj avnasth/naiに対するth/| tri,th| hm`e,ra| 
evgerqh/nai等。
 4 J. Jeremias, Die Sprache des Lukasevangeliums. Redaktion und Tradition im Nicht-

























 6 R. ブルトマン『共観福音書伝承史Ⅰ』（ブルトマン著作集1）加山宏路訳、新教出版社、
1983年、142-144頁。
 7 さらにルカは、マルコ8:36のth.n yuch.n auvtou/をea`uto,nで置き換えてavpo,llumiを付加し（25
節）、自分の命を買い戻す代価に関する言葉（マコ8:37全体）を省略している。
 8 顔（to. pro,swpon）への言及（29節b／マタ17:2）、マルコ9:3bの欠如、kai, ivdou,（30節a／
マタ17:3）、モーセ→エリヤの順序（30節b／マタ17:3）、雲が出現する際の独立属格による描写（34






















 9 evge,neto de,（28節）及び kai. evge,neto（29,33,35節）、evn tw/| ＋不定詞（29,33,34,36節）、人
間の意のavnh,r（30節）、do,xa（31,32節）、su.n auvtw/|及び bare,w（32節）、ei=pen ... pro.j＋対格（33
節）、kai. auvtoi,（36節）等。
10 J. A. Fitzmyer, The Gospel according to Luke I-IX （AB 28）, New York 1983, p. 792; H. 



















て答えるが、マルコ8:29では「あなたはキリストです」（su. ei= o ` cristo,j）と述べ




cristo.j kuri,ou［主のキリスト］）において言明されているが（さらに4:41; 23:35; 
使2:36; 3:18; 4:26参照）、ここで初めてそれが弟子によって表明されることになる。
ここでルカは属格の「神の」（tou/ qeou/）を付加することにより、キリストの神

















































様ルカにおいても、マルコの「三日後に復活する」（meta. trei/j hm`e,raj avnasth/nai）













17 R. A. カルペパ 『ールカ福音書』（NIB新約聖書註解４）太田修司訳、ATD・NTD聖
書註解刊行会，2002年、254頁。一方で第二、第三受難予告に含まれる「引き渡される」
（paradi,dwmi）という語はここには欠けている。





















































F. Bovon, Das Evangelium nach Lukas, I （EKK Ⅲ/1）, Zürich/Neukirchen-Vluyn 1989, p. 
486）。




ためと想定しているが（Grundmann, op. cit., p. 192）、「6日後」は数え方によっては「8日目」
（一週間後）とも解しうることを勘案すればそのような想定は不要かもしれない（H. Klein, Das 











白色は黙示的な色であり（黙2:17; 6:2; 20:11）、天使の衣服の色であると共に（24:4; 















































識が朦朧とした状態であったと主張しているが（Bovon, op. cit., pp. 497f; J. B. Green, The 
Gospel of Luke （NICNT）, Cambridge 1997, p.383）、 bebarhme,noi u[pnw|（眠りで重くなっていた）
という表現は（マタ26:43参照）、「眠気をもよおした」ではなく「深く眠り込んだ」の意である（田
川建三訳『新約聖書 ルカ福音書』、作品社、2011年、 261f頁参照）。
26 Fitzmyer, op. cit., p. 795; K. Löning, Das Geschichtswerk des Lukas, Bd. I: Israels 


























op. cit., p. 1802; なおE. Schweizer Das Evangelium nach Lukas （NTD 3）, Göttingen 1986, 
p. 105はモーセとエリヤのみを想定）。一方の弟子たちについては、確かに直後の「彼らが雲の
中に入って行ったとき、彼らは恐れた」という表現は、「恐れた」後者の「彼ら」のみならず、
「雲の中に入って行った」前者の「彼ら」も弟子たちを指しているような印象を与えるが（ H . 
Schürmann, op. cit., p. 561; M. Wolter, Das Lukasevangelium （HNT 5）, Tübingen 2008, 
p. 354; 一方でGreen, op. cit., p. 384は弟子たちのみに限定）、この描写は他の人々が雲に覆
われていくのを見て弟子たちは驚いたと解することも十分に可能である（I. H. Marshall, The 






























29 Marshall, op. cit., p. 388.
30 Löning, op. cit., pp. 253f.
イエスとは何者か 37
３．神の子イエスの本質
　ルカ4:14以降のイエスのガリラヤ宣教の記述において、繰り返しイエスの本質
をめぐる問いに言及されていながらも、ルカ9:20のペトロの告白において、初め
てこの問いに対する真っ当な答えが提示されることになる。このペトロのキリス
ト告白は、マルコにおいては物語における決定的転換点を示すものとして、マタ
イにおいては将来の教会建設の言葉へと繋がるのものとして理解されているが、
ルカの文脈においては、後続の沈黙命令及びイエスの受難・復活予告と緊密に結
びつくことにより、イエスを受難・復活する神のキリストとして理解されている。
もっとも、このキリスト告白には弟子たちにおける信従が対応しており（9:23-27）、
ルカの理解によると、それなくしてはこの告白は理解されないのである。
　これに続くイエスの変貌の段落は、このイエスの本質をめぐる問いに対して、
改めて一つの答えを提示している。この段落は、イエスの変貌、天的存在の出現、
雲の中からの神の声という三つの要素から構成されているが、最初のイエスの変
貌の記述と、それに続く二人の天的存在によるイエスの「旅立ち」への言及を通
して、エルサレムへの旅の箇所（9:51以下）を先取りすると共に、神の子イエス
の将来の受難、復活、昇天が予示されている。さらに最後の神自身の表明を通し
て、イエスが「律法と預言者」を象徴するモーセやエリヤに取って代わり、それ
を凌駕する神の子であることが最終的に認証され、人々が聞き従うべき唯一の存
在であることが強調されている。神の子としてのイエスの存在は、実際には受難、
復活を経て明らかにされることになるが、ここにおいてすでに暗示されている
結び
　ルカ9:20におけるペトロのキリスト告白は、神の子イエスの本質が弟子によっ
て初めて証言されたという意味で極めて重要な意味をもっている。そして、イエ
スが「キリスト」であるということは、その直後に受難予告と続いていることか
らも明らかなように、イエスの受難、復活と不可分に結びついており、さらには、
嶺　重　　　淑38
自らも十字架を背負い、イエスに信従することによって、そのことが明らかにな
ることが示されている。このようなイエスの本質は、イエスを「私の子、選ばれ
た者」と証言する天の声（9:35）によって最終的に確認されるが、その意味でも、
まさに神の子イエスは、神から使命をもって派遣された存在として理解されてい
るのである。
